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今

月

の

健

康

⑯

保
健
衛
生
課

乳
児
期
の
食
生
活
と
虫
歯

母
乳
に
は
、
乳
児
の
発
育
に
必
要

な
成
分
が
、
す
べ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
、
消
化
し
や
す
く
、
同
時
に

心
理
的
に
浦
足
さ
せ
る
効
果
を
も
っ

て
お
り
、
生
後
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
は

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
に

L
J
よ
し
ょ
・
フ
。

暮
乳
量
と
■
の
せ
■

離
乳
が
行
わ
れ
る
頃
に
な
る
と
、

そ
ろ
そ
ろ
歯
も
は
え
始
め
ま
す
。

♯
乳
食
の
材
料
や
与
え
方
に
よ
っ

て
、
む
し
歯
に
在
る
度
合
も
随
分
ち

が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
栄
饗
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
、
材
料
の
も
ち
味
を

生
か
し
た
う
す
味
の
も
の
を
与
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♯
乳
後
期
か
ら
は
、
育
児
用
ミ
ル

ク
は
∵
走
の
甘
さ
が
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
、
牛
乳
を
与
え
て
下
さ
い

良
い
暮
習
慣
を
つ
く
る

鍵
生
を
す
ぎ
た
頃
、
急
に
大
人
と

同
じ
食
生
活
へ
幼
児
を
巻
き
こ
ん
だ

り
す
る
傾
向
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。

孔
胸
は
、
三
才
頃
に
な
ら
な
い
と

完
成
し
ま
せ
ん
し
、
消
化
職
能
も
不

充
分
で
す
。
栄
養
に
も
調
理
に
も
充

分
注
意
し
て
、
た
ん
白
質
や
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
食
事
を
浦

二
一
才
ま
で
に
し
っ
か
り
与
え
、
食
事

は
楽
し
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分

で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
の
与
え
方

幼
児
の
お
や
つ
は
、
三
国
の
食
事

で
斬
れ
な
か
っ
た
栄
養
分
を
補
う
と

い
う
事
で
す
が
、
時
間
と
盤
を
決
め

て
与
え
ま
し
ょ
う
。

市
販
の
お
菜
√
や
飲
み
も
の
を
お

や
つ
に
し
な
い
で
、
お
母
さ
ん
の
、

f
づ
く
り
に
牛
乳
な
ど
を
あ
わ
せ
て

与
え
ま
し
ょ
う
。

む
し
由
は
、
特
定
を
食
べ
も
の
や

飲
み
も
の
だ
け
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
時
問
を
決
め
ず
に
、
お
や
つ

を
与
え
る
こ
と
で
、
常
に
日
の
中
が

よ
ご
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
原
因

が
あ
る
の
で
す
。

税
別
正
し
い
食
生
活
で
、
虫
歯
を

チ
防
し
ま
し
ょ
う
。

¢
ぁ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

㊨
　
f
i
U
十
九
日
、
宇
宙
卜
的
l
叫
L

九
番
地
の
渡
〓
毎
度
君
　
（
宙
f
納

小
学
柁
」
隼
）
　
よ
り
、
拾
得
金
二

十
日
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ

寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た
ゥ

㊥
　
正
目
六
日
、
7
嘉
f
納
九
爵
他

校
堂
忠
明
氏
よ
り
、
放
校
堂
忠
盛

氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、
町
社
会

恕
祉
協
議
会
へ
五
万
円
の
こ
寄
附

が
こ
ざ
い
ま
し
た
。

町
勢
要
覧
を
進
呈

－
　
　
カ
ラ
ー
写
真
版
　
－

こ
の
唆
、
町
綾
場
で
は
、
昭
和
止

卜
四
年
賊
の
町
勢
要
覧
「
か
で
な
」

を
同
一
目
し
ま
し
た

こ
の
要
覧
は
、
カ
ラ
ー
写
良
賊
で

∴
∵
「
へ
－
シ
　
（
潰
糾
．
軸
▲
．
ト
ペ
ー
ン
】

で
、
二
叩
．
穂
に
n
l
．
目
し
、
移
り
ゆ
く

い
か
で
な
l
・
を
細
生
し
た
も
の
で
、

町
尺
の
ガ
で
、
こ
希
望
の
方
へ
進
呈

い
た
し
ま
す

描
　
部
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
　
企
両
経
済
課
　
広
報
係
へ

夏
は
伝
染
病
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

幼
児
・
児
童
の
予
防
接
種
は

早
目
に
受
け
ま
し
ょ
う

（
ポ
リ
オ
予
防
接
種
長
が
㌍
机
）
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初泳ぎを満喫
一中学校のプール開き－

人
権
問
題
の
相
談
相
手
に
な
り
暮
す

人
権
擁
護
委
員
に
伊
波
氏

こ
の
ほ
ど
、
当
町
の
人
権
擁
護
香

り
に
、
字
屋
良
七
二
番
地
の
伊
波
剛

氏
が
九
円
一
日
付
を
も
っ
て
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
番
目
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
福
祉
向
上
に
大
き
な
役
目
を

は
た
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
ケ
後
、
‥
」
ヶ
年
聞
み

な
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
た

だ
‥
ガ
で
す
ゥ

人
権
擁
捜
杢
且
の
■
輝
は

こ
国
民
の
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ

な
い
よ
う
に
監
視
を
す
る
こ
と
ゥ

．
、
人
権
川
心
想
を
啓
発
し
、
こ
れ
を

晶
糊
す
る
こ
と

■
、
八
幡
相
談
を
せ
け
、
適
切
な
助

■
一
‥
、
指
凛
を
行
う
こ
と
▼

M
、
人
権
侵
犯
栃
在
の
、
梢
織
収
某

と
申
告
を
ウ
押
し
、
凋
在
処
印
を

す
る
こ
と

托
、
拭
国
者
に
り
す
る
、
訴
戊
の
援

肋
を
す
る
二
と

L
ハ
、
艮
刷
の
人
権
推
薦
運
動
を
す
る

こ

と

を
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生

泊
の
中
で
、
こ
れ
は
、
人
権
間
鴨
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
こ

れ
は
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
か
と
．
P
患
っ
た
り
さ
れ
た
と
き
に

相
識
相
中
と
な
る
方
で
す
。

な
お
、
人
格
間
喝
に
つ
い
て
は
、

耶
斬
地
方
法
務
局
沖
縄
支
局
（
電
話

〇
九
八
九
三
七
－
三
二
七
八
）
　
で
も

相
談
を
毎
日
せ
け
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
続
も

要
り
ま
せ
ん
し
、
す
べ
て
無
料
で
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
ハ
武
軽

に
ご
用
隷
下
さ
い
。患
醐

慧

　

毒

肌

用

M
脚
鮎
軋
軋
紺
地
m
鮒
瞞
抑
恥
m
m

今
月
末
で
締
切
る

国
民
年
金
の
特
例
納
付

い
ま
、
美
施
さ
れ
て
い
る
川
尺
年

金
の
特
例
納
付
の
締
明
り
か
八
日
木

目
に
迫
り
ま
し
た

こ
の
制
度
は
、
l
R
】
艮
隼
金
に
仙
人

し
な
け
わ
は
な
ら
な
い
の
に
、
．
峠

の
川
心
い
追
い
や
、
忙
　
し
さ
に
ま
キ
＝
れ

た
り
、
緑
済
上
の
川
－
理
由
＝
な
と
か
■
り
、

国
艮
年
余
た
ま
だ
仙
人
－
こ
し
い
互
い

か
、
保
険
料
を
…
伸
糾
し
て
年
金
権
を

失
ノ
て
い
る
人
ノ
ナ
と
に
つ
い
て
、
来

約
分
を
払
い
込
め
㍑
隼
企
楠
が
㌧
え

ら
れ
る
と
い
・
）
L
S
′
し
、
′
′
回
か
＝
…

後
の
ナ
ヤ
　
イ
ス
で
1

保
険
日
は
、
来
納
期
川
▲
カ
目
に

つ
い
て
、
四
「
日
の
別
で
払
い
込
め

ば
よ
／
、
、
分
納
も
で
き
ま
す

な
お
、
明
治
川
巨
川
毎
両
日
．
日

日
前
に
≠
ま
れ
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
な
と
作
意
加
入
の
人

は
、
こ
の
特
例
納
付
を
せ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
1

保
験
料
免
除
の

手
続
き
は
お
早
目
に

用
尺
年
金
の
保
険
H
は
、
▲
カ
〓

こ
　
L
L
O
H
で
す
が
、
失
業
や
少

収
入
な
と
の
た
め
保
険
料
の
納
付
か

困
難
な
ん
は
、
申
出
た
よ
ノ
て
作
険

日
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
1

L
U
ま
で
に
ト
続
き
を
す
わ
は
、

ケ
隼
の
四
日
分
か
ら
向
・
）
．
カ
隼
川

〃
効
で
㌻
保
険
日
が
免
除
さ
れ
る
と
、
老
齢

咋
金
は
、
免
除
を
1
日
た
則
糊
だ
H

一
．
分
の
．
に
減
ら
さ
れ
ま
す
か
、
そ

の
他
の
川
比
年
金
は
納
め
た
へ
と
川

柏
に
1
ぺ
け
ー
り
れ
ま
す
の
て
、
滞
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
町
役
場
川
艮
年

金
様
に
か
申
出
ノ
、
だ
さ
い

な
お
、
保
険
料
を
納
め
－
り
オ
l
る
よ

う
に
な
り
た
ら
、
早
目
に
納
め
て
く

だ
さ
い
へ
　
1
．
年
川
内
の
分
で
す
と
、

■
‖
料
金
で
さ
か
の
は
つ
て
納
め
ら
れ

ま
す※
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
瑚
住
民
課
へ
と
う
そ

■
三
年
男
子
の
学
級
対
抗
リ
レ
ー

す
は
ら
し
い
　
ス
タ
ー
ト
で
す
ね

南
下
的
中
八
．
「
校

へ
仲
村
守
判
柏
艮
）

の
フ
ー
ル
聞
き
か
、

正

目

二

卜

‖

1

後

．
時
か
ら
、
作
有

鉛
北
側
の
ブ
ー
ル

で
い
付
わ
れ
ま
し
た

フ
ー
ル
は
、
総

に
債
四
千
九
百
万

日
で
、
去
る
、
．
．

‖
二
卜
九
日
に
完

城
し
ハ
∵
も
の
で
、

長
さ
．
一
卜
正
メ
ー

ト
ル
、
帖
卜
八
メ

ー
ト
ル
、
．
L
コ
1

ス
の
フ
ー
ル
で
、
付
帯
施
設
と
し
て

シ
ャ
ワ
ー
室
、
更
衣
室
、
便
所
、
倉

埴
な
と
が
設
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

式
典
は
、
仲
村
柁
良
、
吉
浜
町
長
、

即
日
動
作
呑
日
長
の
テ
ー
プ
カ
ノ
ト

宮
村
に
よ
る
わ
は
ら
い
が
行
な
わ
れ

た
　
仲
村
招
良
は
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
フ
ー
ル
の
完
戌
で
、
こ
れ
か
ら
の

夏
場
の
小
難
事
故
防
止
に
も
役
立
つ

で

し

ょ

う

」

と

あ

い

さ

つ

ら

そ
の
練
、
二
一
年
男
「
に
よ
る
草
根

対
抗
リ
レ
ー
か
．
行
わ
れ
、
プ
ー
ル
で

の
柳
泳
ぎ
を
渦
喫
し
た
、
椒
後
に
、

県
木
泳
連
盟
の
全
日
に
よ
る
模
範
泳

法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
伊
波
栄
氏
を
再
選

－
　
面
上
会
通
常
総
会
　
－

l
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
を

受
け
た
二
十
五
名
の
方
々
■
′

即
席
「
会
（
伊
泊
…
嘉
＝
会
長
）
　
で

は
、
去
る
、
正
目
ニ
ー
．
正
目
∵
線
＝
．

時
よ
り
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
第
七
回
読
常
総
会
が
会
〓
多

数
の
方
々
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た

総
会
は
、
議
良
川
遅
出
の
後
、
昭

和
五
十
．
四
年
度
弔
業
種
生
‖
並
び
に
決

算
種
牛
日
、
会
や
規
約
案
、
昭
和
五
十

丘
年
度
事
業
計
画
策
並
び
に
タ
算
登

坐
ト
、
．
二
作
の
承
認
実
作
と
、
任
期
浦

√
に
伴
う
役
目
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
伊
波
栄
氏
が
再
選
、
副
会
長

に
比
轟
朝
盛
氏
、
大
田
守
信
氏
の
両

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
町
内

事
業
所
の
永
年
勤
続
優
良
罷
業
H
表

彰
が
行
な
わ
れ
、
十
事
業
所
二
1
一
五

名
の
方
々
に
伊
波
商
工
会
良
よ
り
、

英
形
状
と
盾
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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∵

国
保
税
の
第
一
期
分
は
七
月

昭
和
五
十
五
年
壕
よ
り
、
保
険
税

の
賦
課
は
、
諸
税
方
法
が
わ
か
り
や

す
い
　
「
本
質
忘
一
本
化
」
に
な
り
、

あ
を
た
の
納
め
る
一
力
年
分
の
保
険

税
は
、
七
月
に
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
納
め
る
回
放
（
納
期
）
も

六
期
制
に
な
る
た
め
、
年
税
嶺
は
、

六
等
分
し
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

し
か
し
、
納
め
る
時
期
は
、
一
問

（
七
円
）
　
か
ら
六
期
　
（
二
日
こ
・
ま
で

と
な
り
、
納
期
日
が
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

一
期
（
七
月
）
、
二
期
（
八
月
）

三
期
　
（
十
月
）
、
四
期
　
（
十
一
月
）

五
期
　
二
月
）
、
六
期
　
（
二
月
）

t
書
体
練
を

や
り
ま
し
ょ
う

町
で
は
、
毎
週
火
膵
日
、
午
後
五

時
三
〇
分
よ
り
、
中
央
公
民
館
老
人

休
♯
室
に
於
い
て
、
「
健
康
体
操
」

の
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
健
康
体
操
」
は
、
腰
痛
、

神
経
痛
、
膀
胱
炎
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど

成
人
病
の
冶
標
、
予
防
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
う
事
で
、
最
近
、
中
年
層

の
方
々
に
県
内
で
急
速
に
広
が
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
体
操
は
、
五
分
間
程
度
の
簡

単
な
体
操
か
ら
、
一
時
間
程
度
の
体

操
、
夫
婦
組
で
や
る
体
操
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
各
年
代
層
に
合
っ
た

体
操
等
が
あ
り
ま
す
一
一

八
円
に
は
、
こ
の
r
健
嬢
作
操
」

の
指
導
者
免
許
講
習
会
が
あ
り
、
町

で
は
、
こ
の
凛
習
合
に
む
け
て
指
増

者
葉
戊
の
た
め
、
先
の
日
程
で
過
に

一
度
指
導
者
葉
戌
も
行
な
っ
て
お
り

ます。
「
私
で
も
や
れ
る
か
な
／
」
と
首

を
か
し
げ
る
よ
り
、
ま
ず
は
一
度
、

た
め
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

嘉
手
納
町
民
生

番
目
連
絡
協
議
会

（
宮
平
永
肋
全
拉
）

で
は
、
艮
生
香
山
1

滴
軌
強
化
週
間
の

初
日
、
五
月
十
二

日
午
前
十
時
か
ら
、

全
日
十
八
名
に
よ

り
、
屋
良
城
跡
公

園
の
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和

五
十
二
年
の
民
生

香
山
削
庭
創
設
六

十
周
年
を
機
し
て

全
国
民
生
番
目
児

童
番
目
協
譲
合
が

自
主
的
に
制
定
し
、

各
市
町
村
民
生
香

H
協
議
会
が
H
醤
油
勅
を
見
直
し
、

溝
軌
態
勢
を
一
層
強
化
し
て
、
活
動

の
刷
師
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、

嘉
手
納
町
民
生
香
n
連
結
協
班
会
で

は
、
三
回
日
の
活
動
と
な
っ
て
お
り

ます。

′
甘
予

∴
　
～
．
1
一
－
．

■
い
　
＝

認汐・▼函ィ、

■
公
園
は
大
切
に
し
た
い
で
す
ね

町
老
人
ク
ラ
ブ
適
合
会
　
（
亀
谷
艮

敬
全
長
）
　
と
、
保
育
所
園
児
と
の
交

歓
会
が
、
正
月
十
日
午
前
十
時
か
ら

町
立
第
一
保
育
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
が
昨
年

か
ら
は
じ
め
た
も
の
で
、
最
近
の
保

育
園
児
は
、
核
官
族
で
育
っ
た
子
供

が
多
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
知
ら
な
い
園
児
が
多
い
た

め
、
園
児
の
一
日
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
、
一
日
楽
し

く
す
ご
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

園
児
は
、
訪
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
歓
迎
す
る
遊
戯
や

秋
な
ど
を
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
さ
か
ん
な
拍
手
を
受

け
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

最
後
に
、
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
全

口
に
よ
る
ろ
カ
チ
ャ
ー
シ
1
°
　
で
、

な
ご
や
か
な
楽
し
い
園
児
と
老
人
の

交
歓
会
風
景
で
し
た
。
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ス
…
不
r
ツ
」
ニ
ュ
ー
上
人

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

A
組
－
町
役
場

町
鱒
育
委
員
会
主
催
の
、
第
四
回

町
内
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
全
が
、

去
る
、
五
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
七
日
間
、
嘉
手
納
小
中
校
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
午
後
七
時
よ
り

行
な
わ
れ
、
A
組
十
チ
ー
ム
、
B
組

十
五
チ
ー
ム
の
計
二
十
五
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
全
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

に
、
二
千
五
百
万
円
余
の
予
算
を
投

じ
建
設
し
た
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設

を
記
念
し
、
地
域
や
職
場
の
人
々
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力
増
進
を

は
か
る
と
と
も
に
、
町
民
相
互
の
親

睦
を
深
め
連
帯
意
膿
の
高
槻
を
は
か

る
た
め
に
開
か
れ
た
大
台
で
す
。

試
合
は
、
梅
雨
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
雨
に
よ
る
試
合
の
中
断
、
延
期

等
も
な
く
、
毎
日
す
ぼ
ら
し
い
ナ
イ

タ
ー
日
よ
り
に
め
ぐ
ま
れ
、
白
熊
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
A
組
が
嘉
手

納
町
役
場
、
B
組
が
嘉
手
納
小
学
校

職
員
が
優
勝
し
ま
し
た
。

A
組
決
■
概

B
組
－
嘉
小
職
員
に
凱
歌

壮
快
　
島
袋
・
書
屋
武
－
比
嘉

役
場
　
平
田
－
奥
閻

B
組
決
鶉
義

満
地
租
　
0
2
0
1
2
0

幕
小
職
　
3
1
2
2
0
6

福
地
　
前
田
－
金
城

書
中
　
阿
波
根
－
花
城

書
手
納
町
体
育

協
会
（
此
方
朝
盛

会
良
）
　
で
は
、
四

月
二
十
七
日
の
卓

球
大
会
を
皮
切
り

に
、
五
月
十
一
日

野
球
大
会
、
五
円

二
十
五
日
バ
ス
ケ

ノ
ト
ポ
ー
ル
大
会

と
、
昭
和
五
十
五

年
度
の
各
区
対
抗

球
技
大
会
が
ス
タ

－
ト
し
ま
し
た
。

球
技
4
日
は
、
八
積
目
で
現
在
ま

で
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ホ
十
四
日
■
球
大
会

一
位
　
西
区
　
　
二
位
　
北
区

三
位
　
上
区

♯
十
七
回
野
球
大
台

一
位
　
北
区
　
　
二
位
　
南
区

三
位
　
東
区
・
中
区

■
十
七
回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
台

■
町
役
4
－
壮
快
ク
の
決
♯
蠍

（
男
子
の
部
）

二
位
　
中
区

（
女
子
の
部
）

二
位
　
西
区

一
位
　
北
区

三
位
　
南
区

一
位
　
北
区

三
位
　
中
区

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

－
　
火
区
A
と
西
浜
区
B
が
優
勝
1

壮
快
ク
　
0
0
2
0
0
1

幕
役
場
　
3
0
1
3
2
0

還
帖l

町
教
育
香
口
金
で
は
、
第
十
回
家

庭
婦
人
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
大
会
を
、
去

る
、
五
目
二
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

嘉
手
納
小
学
校
体
育
館
で
各
区
二
チ

ー
ム
参
加
に
よ
る
、
A
・
B
プ
ロ
ノ

ク
別
の
七
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
r
J

こ
の
大
会
は
、
目
頭
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
機
会
の
少
な
い
家
庭
婦
人
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
さ
せ
、

生
活
化
を
促
進
し
て
、
作
力
増
進
を

は
か
る
と
と
も
に
、
相
互
の
理
解
と

親
睦
を
図
る
趣
旨
で
町
教
育
委
日
金

が
社
会
体
育
の
二
項
と
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

試
合
は
、
A
プ
ロ
′
ク
東
区
対
上

区
の
対
戦
と
在
り
、
力
・
技
と
も
優

る
東
区
が
二
村
○
で
上
区
を
下
し
俸

膠
、
一
万
8
プ
ロ
ノ
ク
は
、
東
区
と

西
浜
区
の
対
戦
と
な
り
、
二
対
○
の

ス
ト
レ
ー
ト
で
西
浜
区
が
粟
区
を
寄

せ
つ
け
ず
、
束
区
チ
ー
ム
の
ア
ペ
ソ

ク
俸
膠
を
は
ば
み
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
試
合
会
糊
に
は
、
　
「

お
母
さ
ん
の
出
城
と
あ
り
で
、
お
父

さ
ん
、
r
供
連
が
大
き
な
声
で
．
お

母
さ
ん
、
カ
ン
ハ
レ
“
．
お
母
さ
ん
7

■

イ

ト

”

の

声

援

で

、

帰

人

の

ス

ホ
ー
ツ
大
会
な
ら
で
は
の
応
接
風
景

で
し
た
。

■
五
十
五
年
度

体
協
行
事
の
先
陣

を
切
っ
て
行
わ
れ
た
■
球
大
会

（
嘉
手
納
小
体
育
館
）
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初泳ぎを満喫
一中学校のプール開き－

人
権
問
題
の
相
談
相
手
に
な
り
暮
す

人
権
擁
護
委
員
に
伊
波
氏

こ
の
ほ
ど
、
当
町
の
人
権
擁
護
香

り
に
、
字
屋
良
七
二
番
地
の
伊
波
剛

氏
が
九
円
一
日
付
を
も
っ
て
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
番
目
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
福
祉
向
上
に
大
き
な
役
目
を

は
た
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
ケ
後
、
‥
」
ヶ
年
聞
み

な
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
た

だ
‥
ガ
で
す
ゥ

人
権
擁
捜
杢
且
の
■
輝
は

こ
国
民
の
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ

な
い
よ
う
に
監
視
を
す
る
こ
と
ゥ

．
、
人
権
川
心
想
を
啓
発
し
、
こ
れ
を

晶
糊
す
る
こ
と

■
、
八
幡
相
談
を
せ
け
、
適
切
な
助

■
一
‥
、
指
凛
を
行
う
こ
と
▼

M
、
人
権
侵
犯
栃
在
の
、
梢
織
収
某

と
申
告
を
ウ
押
し
、
凋
在
処
印
を

す
る
こ
と

托
、
拭
国
者
に
り
す
る
、
訴
戊
の
援

肋
を
す
る
二
と

L
ハ
、
艮
刷
の
人
権
推
薦
運
動
を
す
る

こ

と

を
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生

泊
の
中
で
、
こ
れ
は
、
人
権
間
鴨
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
こ

れ
は
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
か
と
．
P
患
っ
た
り
さ
れ
た
と
き
に

相
識
相
中
と
な
る
方
で
す
。

な
お
、
人
格
間
喝
に
つ
い
て
は
、

耶
斬
地
方
法
務
局
沖
縄
支
局
（
電
話

〇
九
八
九
三
七
－
三
二
七
八
）
　
で
も

相
談
を
毎
日
せ
け
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
続
も

要
り
ま
せ
ん
し
、
す
べ
て
無
料
で
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
ハ
武
軽

に
ご
用
隷
下
さ
い
。患
醐

慧

　

毒

肌

用

M
脚
鮎
軋
軋
紺
地
m
鮒
瞞
抑
恥
m
m

今
月
末
で
締
切
る

国
民
年
金
の
特
例
納
付

い
ま
、
美
施
さ
れ
て
い
る
川
尺
年

金
の
特
例
納
付
の
締
明
り
か
八
日
木

目
に
迫
り
ま
し
た

こ
の
制
度
は
、
l
R
】
艮
隼
金
に
仙
人

し
な
け
わ
は
な
ら
な
い
の
に
、
．
峠

の
川
心
い
追
い
や
、
忙
　
し
さ
に
ま
キ
＝
れ

た
り
、
緑
済
上
の
川
－
理
由
＝
な
と
か
■
り
、

国
艮
年
余
た
ま
だ
仙
人
－
こ
し
い
互
い

か
、
保
険
料
を
…
伸
糾
し
て
年
金
権
を

失
ノ
て
い
る
人
ノ
ナ
と
に
つ
い
て
、
来

約
分
を
払
い
込
め
㍑
隼
企
楠
が
㌧
え

ら
れ
る
と
い
・
）
L
S
′
し
、
′
′
回
か
＝
…

後
の
ナ
ヤ
　
イ
ス
で
1

保
険
日
は
、
来
納
期
川
▲
カ
目
に

つ
い
て
、
四
「
日
の
別
で
払
い
込
め

ば
よ
／
、
、
分
納
も
で
き
ま
す

な
お
、
明
治
川
巨
川
毎
両
日
．
日

日
前
に
≠
ま
れ
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
な
と
作
意
加
入
の
人

は
、
こ
の
特
例
納
付
を
せ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
1

保
験
料
免
除
の

手
続
き
は
お
早
目
に

用
尺
年
金
の
保
険
H
は
、
▲
カ
〓

こ
　
L
L
O
H
で
す
が
、
失
業
や
少

収
入
な
と
の
た
め
保
険
料
の
納
付
か

困
難
な
ん
は
、
申
出
た
よ
ノ
て
作
険

日
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
1

L
U
ま
で
に
ト
続
き
を
す
わ
は
、

ケ
隼
の
四
日
分
か
ら
向
・
）
．
カ
隼
川

〃
効
で
㌻
保
険
日
が
免
除
さ
れ
る
と
、
老
齢

咋
金
は
、
免
除
を
1
日
た
則
糊
だ
H

一
．
分
の
．
に
減
ら
さ
れ
ま
す
か
、
そ

の
他
の
川
比
年
金
は
納
め
た
へ
と
川

柏
に
1
ぺ
け
ー
り
れ
ま
す
の
て
、
滞
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
町
役
場
川
艮
年

金
様
に
か
申
出
ノ
、
だ
さ
い

な
お
、
保
険
料
を
納
め
－
り
オ
l
る
よ

う
に
な
り
た
ら
、
早
目
に
納
め
て
く

だ
さ
い
へ
　
1
．
年
川
内
の
分
で
す
と
、

■
‖
料
金
で
さ
か
の
は
つ
て
納
め
ら
れ

ま
す※
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
瑚
住
民
課
へ
と
う
そ

■
三
年
男
子
の
学
級
対
抗
リ
レ
ー

す
は
ら
し
い
　
ス
タ
ー
ト
で
す
ね

南
下
的
中
八
．
「
校

へ
仲
村
守
判
柏
艮
）

の
フ
ー
ル
聞
き
か
、

正

目

二

卜

‖

1

後

．
時
か
ら
、
作
有

鉛
北
側
の
ブ
ー
ル

で
い
付
わ
れ
ま
し
た

フ
ー
ル
は
、
総

に
債
四
千
九
百
万

日
で
、
去
る
、
．
．

‖
二
卜
九
日
に
完

城
し
ハ
∵
も
の
で
、

長
さ
．
一
卜
正
メ
ー

ト
ル
、
帖
卜
八
メ

ー
ト
ル
、
．
L
コ
1

ス
の
フ
ー
ル
で
、
付
帯
施
設
と
し
て

シ
ャ
ワ
ー
室
、
更
衣
室
、
便
所
、
倉

埴
な
と
が
設
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

式
典
は
、
仲
村
柁
良
、
吉
浜
町
長
、

即
日
動
作
呑
日
長
の
テ
ー
プ
カ
ノ
ト

宮
村
に
よ
る
わ
は
ら
い
が
行
な
わ
れ

た
　
仲
村
招
良
は
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
フ
ー
ル
の
完
戌
で
、
こ
れ
か
ら
の

夏
場
の
小
難
事
故
防
止
に
も
役
立
つ

で

し

ょ

う

」

と

あ

い

さ

つ

ら

そ
の
練
、
二
一
年
男
「
に
よ
る
草
根

対
抗
リ
レ
ー
か
．
行
わ
れ
、
プ
ー
ル
で

の
柳
泳
ぎ
を
渦
喫
し
た
、
椒
後
に
、

県
木
泳
連
盟
の
全
日
に
よ
る
模
範
泳

法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
伊
波
栄
氏
を
再
選

－
　
面
上
会
通
常
総
会
　
－

l
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
を

受
け
た
二
十
五
名
の
方
々
■
′

即
席
「
会
（
伊
泊
…
嘉
＝
会
長
）
　
で

は
、
去
る
、
正
目
ニ
ー
．
正
目
∵
線
＝
．

時
よ
り
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
第
七
回
読
常
総
会
が
会
〓
多

数
の
方
々
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た

総
会
は
、
議
良
川
遅
出
の
後
、
昭

和
五
十
．
四
年
度
弔
業
種
生
‖
並
び
に
決

算
種
牛
日
、
会
や
規
約
案
、
昭
和
五
十

丘
年
度
事
業
計
画
策
並
び
に
タ
算
登

坐
ト
、
．
二
作
の
承
認
実
作
と
、
任
期
浦

√
に
伴
う
役
目
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
伊
波
栄
氏
が
再
選
、
副
会
長

に
比
轟
朝
盛
氏
、
大
田
守
信
氏
の
両

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
町
内

事
業
所
の
永
年
勤
続
優
良
罷
業
H
表

彰
が
行
な
わ
れ
、
十
事
業
所
二
1
一
五

名
の
方
々
に
伊
波
商
工
会
良
よ
り
、

英
形
状
と
盾
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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今

月

の

健

康

⑯

保
健
衛
生
課

乳
児
期
の
食
生
活
と
虫
歯

母
乳
に
は
、
乳
児
の
発
育
に
必
要

な
成
分
が
、
す
べ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
、
消
化
し
や
す
く
、
同
時
に

心
理
的
に
浦
足
さ
せ
る
効
果
を
も
っ

て
お
り
、
生
後
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
は

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
に

L
J
よ
し
ょ
・
フ
。

暮
乳
量
と
■
の
せ
■

離
乳
が
行
わ
れ
る
頃
に
な
る
と
、

そ
ろ
そ
ろ
歯
も
は
え
始
め
ま
す
。

♯
乳
食
の
材
料
や
与
え
方
に
よ
っ

て
、
む
し
歯
に
在
る
度
合
も
随
分
ち

が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
栄
饗
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
、
材
料
の
も
ち
味
を

生
か
し
た
う
す
味
の
も
の
を
与
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♯
乳
後
期
か
ら
は
、
育
児
用
ミ
ル

ク
は
∵
走
の
甘
さ
が
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
、
牛
乳
を
与
え
て
下
さ
い

良
い
暮
習
慣
を
つ
く
る

鍵
生
を
す
ぎ
た
頃
、
急
に
大
人
と

同
じ
食
生
活
へ
幼
児
を
巻
き
こ
ん
だ

り
す
る
傾
向
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。

孔
胸
は
、
三
才
頃
に
な
ら
な
い
と

完
成
し
ま
せ
ん
し
、
消
化
職
能
も
不

充
分
で
す
。
栄
養
に
も
調
理
に
も
充

分
注
意
し
て
、
た
ん
白
質
や
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
食
事
を
浦

二
一
才
ま
で
に
し
っ
か
り
与
え
、
食
事

は
楽
し
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分

で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
の
与
え
方

幼
児
の
お
や
つ
は
、
三
国
の
食
事

で
斬
れ
な
か
っ
た
栄
養
分
を
補
う
と

い
う
事
で
す
が
、
時
間
と
盤
を
決
め

て
与
え
ま
し
ょ
う
。

市
販
の
お
菜
√
や
飲
み
も
の
を
お

や
つ
に
し
な
い
で
、
お
母
さ
ん
の
、

f
づ
く
り
に
牛
乳
な
ど
を
あ
わ
せ
て

与
え
ま
し
ょ
う
。

む
し
由
は
、
特
定
を
食
べ
も
の
や

飲
み
も
の
だ
け
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
時
問
を
決
め
ず
に
、
お
や
つ

を
与
え
る
こ
と
で
、
常
に
日
の
中
が

よ
ご
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
原
因

が
あ
る
の
で
す
。

税
別
正
し
い
食
生
活
で
、
虫
歯
を

チ
防
し
ま
し
ょ
う
。

¢
ぁ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

㊨
　
f
i
U
十
九
日
、
宇
宙
卜
的
l
叫
L

九
番
地
の
渡
〓
毎
度
君
　
（
宙
f
納

小
学
柁
」
隼
）
　
よ
り
、
拾
得
金
二

十
日
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ

寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た
ゥ

㊥
　
正
目
六
日
、
7
嘉
f
納
九
爵
他

校
堂
忠
明
氏
よ
り
、
放
校
堂
忠
盛

氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、
町
社
会

恕
祉
協
議
会
へ
五
万
円
の
こ
寄
附

が
こ
ざ
い
ま
し
た
。

町
勢
要
覧
を
進
呈

－
　
　
カ
ラ
ー
写
真
版
　
－

こ
の
唆
、
町
綾
場
で
は
、
昭
和
止

卜
四
年
賊
の
町
勢
要
覧
「
か
で
な
」

を
同
一
目
し
ま
し
た

こ
の
要
覧
は
、
カ
ラ
ー
写
良
賊
で

∴
∵
「
へ
－
シ
　
（
潰
糾
．
軸
▲
．
ト
ペ
ー
ン
】

で
、
二
叩
．
穂
に
n
l
．
目
し
、
移
り
ゆ
く

い
か
で
な
l
・
を
細
生
し
た
も
の
で
、

町
尺
の
ガ
で
、
こ
希
望
の
方
へ
進
呈

い
た
し
ま
す

描
　
部
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
　
企
両
経
済
課
　
広
報
係
へ

夏
は
伝
染
病
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

幼
児
・
児
童
の
予
防
接
種
は

早
目
に
受
け
ま
し
ょ
う

（
ポ
リ
オ
予
防
接
種
長
が
㌍
机
）


